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要 ??
Webサイト制作を、情報システム学の一分科と捉えた上で、専門情報
処理教育の実習教材としてまとめたので報告する。この結果は、情報を専
門としない学部学科においては、専門情報処理教育の授業科目数に制約が
あるという現状に対し、一つの対応策を示すものと期待される。
はじめに
インターネットの発展は目覚ましく、特にWebぺ一ジを利用した情
報発信は、組織や個人の別なく、日常的な活動として広く浸透してきて
いる。しかし一方では、Webサーバの維持管理を担う情報処理要員や、
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Webシステムの設計制作に携わるシステムエンジニアの養成確保という
課題も、依然重要案件として残っている。
この事態に対応するには、従来からある専門情報処理教育の一層の充実
を図るとともに、時代に即した新しい教材を積極的に導入し、効果的な授
業実践を進めていくなどの対策が必要である。
しかしそうは言っても、情報系以外の学部学科においては、専門外とな
る情報関連授業科目数の増加には自ずと制約があり、たとえば、データ構
造とアルゴリズム、プログラミング言語、データベース、ネットワーク実
習、情報数学などの情報科学のコアな部分をそれぞれ独立した授業科目と
してすべて取りそろえることは難しい。
そこで筆者は、このような情報に関する基幹分野を概論的ながら一通り
学習する機会を提供し、かつまたそれらを要素技術として総合的に活用す
るような実習教材があれば、情報を専門としない学部学科においても専門
的な情報処理教育を効率的に運用していけるのではないかと考えた。
本研究では、その一つの試みとして、Webサイト制作を、情報システ
ム学に属する一つの大テーマと捉えた上で、一年をかけて取り組む、専門
情報処理教育の教材として構成することにした。
その結果、教材としてのWebサイト制作には、ネットワーク技術をは
じめとして、文書処理、画像処理、プログラミング、データ工学、システ
ム化技法、情報セキュリティ技術など、情報システム学に関わる基幹の分
野、さらにはe－Leaming、Webユーザビリティ、著作権処理や情報倫理
といった学際的話題にいたるまで、情報処理に関わる基本的・応用的要素
が広範囲かっ豊富に含まれていることが明らかになった。
このことは、たとえば本学のように情報を専門としない社会科学系大学
においても、情報システムの運用に関わる情報処理要員やシステムの設計
制作に携わるシステムエンジニアの養成確保という点に対して、一つの解
決策を与えるものと考えられる。
本論文は次の3つの章で構成されている。
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第1章では、Wcbサイト制作を含むWeb技術一般に目を向け、その概
要を整理している。また、Webサイト制作を、情報システム学の一分科
と捉えた上で、専門情報処理教育における総合的な実習教材としての意義
をまとめている。
第2章では、これまでに筆者が開発したWeb技術に関連した教材のい
くつかを紹介し、その利用上の留意点等について整理している。
第3章では、社会科学系学部の専門情報処理教育において、Webサイ
ト制作を教材として導入することの意義と、今後の展望を述べている。
なお、本論文では、大学における情報教育を次の3つのレベルで捉え、
区別している。
まず、教養課程の情報教育には、理数系科目で取り扱われる情報数理、
社会学や社会心理学あるいは情報化社会論などの科目で扱われる情報文化
的内容等が含まれる。本論文では、ここでの情報教育をすべてひっくるめ
て、「教養共通科目での情報教育」と呼んでいる。
また、学部学科の専門性に照らしつつ行う、コンピュータ操作を含めた
入門的基礎的情報科学教育を「情報リテラシー教育」と呼ぶことにする。
さらに、情報システム学に関わる科目を総称して、「専門情報処理教
育」分野という言い方をとっている。そして、以下に述べるようないわゆ
る総合的実習教材をここに導入することによって、情報を専門としない学
部学科においても、専門情報処理教育を効果的に運用していけるのではな
いかというのが本論文の趣旨である。
第1章Web技術の概要
まず、Webサイト制作を含むWeb技術一般を取り上げ、その概要を整
理する。また、Webサイト制作を、情報システム学の一分科と捉えた上
で、専門情報処理教育における教材としての意義を述べる。
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1．1ネットワーク技術
Web技術は、TCP／IPを利用して、インターネットおよびイントラネッ
ト上で展開されるネットワーク応用技術の総称である。したがって、教材
としてのWeb技術には、その前提知識としてのネットワーク技術一般が
含まれることになる。
しかし、情報を専門としない学部学科においては、情報処理系の授業科
目を豊富に取りそろえておくことに自ずと制約が出てくるため、教養共通
科目や情報リテラシー教育科目との間で教育内容をうまく分担しながら、
ネットワーク技術の学習を進めていく必要がある。
一つのシナリオとしては、教養共通科目で情報ネットワークの社会的・
文化的側面に触れ、情報リテラシー教育科目においてネットワーク技術の
基礎知識や技能・態度の育成を図るというものである。そしてこれを前提
にして、専門情報処理教育の段階では、Web技術のうちの特にネットワー
クプロトコルの応用部分に話題を結び付けていくという手法が考えられる
ということである。
さて、ネットワーク技術に関して、3つの情報教育段階で分担すべき教
育内容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
［ネットワーク技術に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・情報ネットワーク社会の特性
・情報化とネットワーク化
・Webの歴史
・文化としてのWeb
・メディアとしてのインターネット
・複雑ネットワーク
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・情報通信インフラ
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・行政情報ネットワーク、ITS、銀行のオンラインシステム等
・ネットワーク機器の機能と構造
・データ通信の速度・容量の計算
・LANとWANの構成
・OSI参照モデルとTCP／IPプロトコル
・E－mai1システムの仕組みと利活用
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目の例：
・プロトコル応用
一Webサービスプロトコル
ーマルチメディア通信
一セキュリティプロトコル
・クライアント／サーバコンピューティング
・ネットワーク科学
・放送とインターネットの融合
【注意】情報処理学会の研究会の構成を見てみるとわかるように、ネット
ワーク技術というのは、実は情報処理の基幹分野としては位置付けられて
いない。その経緯についてここでは議論しないが、本論文ではこの点に留
意して、ネットワーク技術の単元を次節に示す項目群とは独立して、ここ
に配置したわけである。
1．2情報の基幹分野
1、2．1文書処理技術
Webぺ一ジを使った情報発信の基本スタイルは、テキストによる解説
と、それを補う画像情報との組み合わせである。そしてこの2つが、コン
テンツとして、いかに効果的に各ぺ一ジ上にレイアウトされているかが問
題となる。
したがって、学生がWebサイト制作に入る前の下地としては、まず第
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1に、ワープロによる文書処理の知識と技能が必要であり、そこでの指導
のポイントは、レポート・論文、各種ビジネス文書などの文書構造の理解
である。
そして第2に、これらの文書が見栄えよく、しかも意図することが正確
に伝わることが重要であり、そのための指導のポイントは、ビジュアル化
（可視化）の意義や必要性の理解である。
そして第3に、文書の編集作業を通して、上記2点を統合する形で、
文書二構造＋スタイル
という図式が体験的に理解できているかどうかである。この見方は、Web
サイト制作においても、以後重要な役割を果たすことになる。
結局、ワープロによるビジュアル文書の作成技術を土台にして、それを
Web上のハイパーテキストの編集技術に応用できるかが問題となるとい
うことである。
さて、HTML／XHTMLは、文書構造を記述するためのマークアップ言
語である。これに対して、CSSなどのスタイルシート言語は、文字通り
文書のスタイルを記述するための言語である。通常は、CSSを利用する
ことが多いが、実習では、学生のレベルに応じて、マークアップ言語タイ
プのスタイルシート言語を活用することも考えられる。
さらに、実際の電子データ交換の分野では、多くのデータがXML化さ
れてきており、文書処理の概念がより広くなってきていることにも留意す
る必要がある。このことは、前述の
文書二構造＋スタイル
という図式があらゆるデジタル文書の取り扱いに関わっているということ
であり、早い時期からこの点を学生に認識させておくことが必要である。
さて、以上の文書処理技術に関して、3つの情報教育段階で分担すべき
教育内容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
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［文書処理技術に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・日本語表現法
・コミュニケーション理論
・日本語文字コード
・SGML、PDF、ハイパーメディア
・ビジュアル化の意義
・レポートのまとめ方
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・ワープロによる文書処理
一レポート・論文の文書構造とスタイル
ービジネス文書の文書構造とスタイル
ービジュアル文書の作成技法
・表計算ソフトの基礎と応用
・プレゼンテーションソフトの活用
・ハイパーリンクとその設定
・インターネット時代の文字コード
・インターネットに適した文書ファイル形式
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目の例：
・HTML／XHTMLによるWebぺ一ジ制作
・マークアップ言語とXML
・スタイルシート言語の活用
・検証システムの利用とデバッグ
・MathMLやSMILの利用
1．2．2画像処理技術
Web上での効果的なプレゼンテーションを実現するには、画像の編集
技術の習得も必要である。画像ファイルに関する基礎知識は、情報リテラ
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シー教育で扱うのが望ましいが、リッチメディアについてはWebサイト
制作の教材として取り扱うことも可能である。
さて、画像処理技術に関して、3つの情報教育段階で分担すべき教育内
容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
［画像処理技術に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・色彩学
・画像メディァの役割
・CGの活用分野
・画像処理の基礎数学
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・ビットマップ画像とベクトル画像
・BMRGIEJPGファイルなどの保存形式の基礎知識
・静止画像の編集・加工
・音声ファイルとプレゼンテーションのスライドの同期
・動画像の取り扱い
・CD／DVDの形式と種類およびコーデック
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目：
・リッチメディアの種類と加工処理
・Flashメディアの作成
・SVG画像によるアニメーション
・SMILによるリッチメディアの同期
・DRM技術
1．2．3プログラミング言語
プログラミング言語教育といえば、従来からC言語やJava言語を使用
して行うというのが通例となっている。しかし、情報を専門としない学部
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学科では、PC設備として言語処理系を導入しても、利用率が上がらない
という状況がある。その代替策として、スクリプト言語の利用を考えるこ
とができる。最近のスクリプト環境は、文法が簡便で、しかも十分の機能
と性能を有するようになってきており、従来のコンパイラ言語による教育
と比べても遜色ない結果が期待できる。
スクリプトは、HTML文書に埋め込む形と、スクリプトファイルに書
き込んでおく形のいずれでも実行が可能であり、学生にとって理解しやす
い方を選択すればよい。また、実行結果がWeb上で見栄えよく表示でき
るということから、プログラムの働きも把握しやすく、アルゴリズムや
デrタ構造の教育面でも十分親和的である。
さて、以上のプログラミング言語に関して、3つの情報教育段階で分担
すべき教育内容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
［プログラミング言語に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・実用数学
・統計処理
・計算の科学史
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・表計算ソフトの統計ツール
・表計算ソフトのマクロ
・WSH
・基本アルゴリズム
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目：
・スクリプト言語
一JavaScript
－VBScript
－ActionScript
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・CGI／Perl
・PHP
・クライアントサイドスクリプティング
・サーバサイドスクリプティング
1、2．3システム化技術
実際のWebサイト制作の現場では、Webサイトの企画段階から実際の
運用にいたるまで、コンテンツの抽出、アイディアの整理、サイト設計、
サイト制作、システムテスト、運用・管理といった手順をおおよそとって
いる。この流れは、従来型のシステム開発の流れをほぼ踏襲したものと理
解することができる。
さて、このようなシステム化技術に関して、3つの情報教育段階で分担
すべき教育内容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
［システム化技術に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・情報化社会の脆弱性
・情報ネットワークの運用
・職業指導に関わる科目
一業界研究
一企業研究
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・データ処理システム
・システムプログラムとアプリケーションプログラム
・クライアント／サーバコンピューティング
・情報システムの例
・Web2．0
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目：
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・仕様書の書き方
・内部設計と外部設計
・結合テストとシステムテスト
・システムの運用と管理
・Webサービスと電子データ交換
1．2．4データ工学
情報処理分野の中心課題として、データベースを外すことはできない。
しかし、情報を専門としない学部学科では、本格的なデータベース教育を
実施できる環境が整わない場合も多い。通常は、表計算ソフトのデータ
ベース的な利用法を実習するので十分とされる。たとえば、Microsoft社
のAccessといったパソコン用のデータベースソフトを利用した実習を行
う場合でも、時問的な制約があって、テーブルと選択クエリより先の範囲
までなかなか到達できないというのが現状である。
さて、データベース教育の要点は、スキーマの理解である。ところが幸
いなことに、このスキーマについては、XMLの学習に際してXMLスキー
マの設定に触れることで、それに代替することができる。しかも、クライ
アント・サイド・スクリプティングを利用することで、XMLファイルを
一つのデータファイルと見立て、データベースシステムヘの親しみを持た
せることができると考えられる。
また、Web上でのデータマイニング技術とも連携して、テキストベー
スのWeb検索技術へ発展させることも可能である。
現在、学際分野としての複雑ネットワーク科学への期待が高まってお
り、モデルの適用分野は、インターネットのリンク構造、道路網、産業連
関、人と人との関係、さらには遺伝子や化学物質の相互作用へと拡大して
いる。そのような複雑ネットワークの第3の特徴であるスケールフリー性
に着目すれば、世界中に分散する互いに参照関係をもつ各種文書も、階層
構造をした大規模な分散型ネットワーク上の一つのノードとみることがで
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きる。そのような発想あるいは概念の理解を、Web上のデータ検索で示
すことも可能である。
さて、以上のデータ工学に関して、3つの情報教育段階で分担すべき教
育内容をそれぞれ列挙すると、たとえば次のようになる。
［データ工学に関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・検索エンジン
・文献データベース
・図書館情報学
・Wiki
・Webデータベース
（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・表計算ソフトのデータベース的利用
一リスト
ーフイールド
ーレコード
・パソコン用データベースソフトの利用
一テーブル
ークエリ
ーフオーム
・ランダムデータファイルとシーケンシャルデータファイル
・CSV／TSVとアプリケーション向きバイナリデータファイル
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目：
・XML
・DOM
・スキーマとスキーマ言語
・XMLデータベース
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・データマイニング
1．2．5情報セキュリティ
パソコンを利用するには、ある程度のトラブルには自ら対処できる技能
が必要である。たとえば、ハードディスクのクラッシュやデータの盗聴を
避けるためのバックアップ作業や暗号ソフトの使い方などはその例であ
る。現代人の多くが好むと好まざるとに関わらず、コンピュータやネット
ワークを直接・問接に利用していかざるを得ない現状では、適切な利用法
や対処法を最小限身に付けておくことも、知識の獲得や行動規範に基づく
態度の育成と同様に重要なことである。
一方、管理者にとっては、セキュリティ対策の効果を上げるために、不
正侵入や情報漏洩に対して、その痕跡を抽出して科学的に分析し、証拠立
てる技術の習得が必要とされる。これは、技術・法・倫理が関連する新た
な分野としてコンピュータフォレンジックスと呼ばれている。
さて、このような状況を踏まえ、以上の情報セキュリティ分野に関し
て、3つの情報教育段階で分担すべき教育内容をそれぞれ列挙すると、た
とえば次のようになる。
［情報セキュリティに関する各情報教育段階での取り扱い］
（1）教養共通科目で学習することが望ましい項目の例：
・情報化社会の光と影
・法学概論
・有限・離散的数学
・符号と暗号の科学史
・リスクマネージメント
・暮らしと情報技術
・情報の財産的価値
・情報化と社会問題
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（2）情報リテラシー教育で学習することが望ましい項目の例：
・インターネットセキュリティ
・ブラウザの設定実習（インターネットオプション）
・情報倫理
・コンピュータ犯罪
・ネットワーク犯罪
・スパムメール
（3）総合実習教材「Webサイト制作」で学習できる項目：
・PKI
・SSL
・コンピュータフォレンジックス
・Web標準
・暗号の実装
1．3Web技術に関わる学際的話題
ここまで、Webサイト制作に必要な基礎分野を列挙してきたが、以下
ではWebサイト制作の実習テーマとなり得るものを取り上げている。学
生個々人がテーマとするものというよりは、シラバスで授業の副題として
掲げる共通テーマといったものである。
1．3．1e－Learning
e－Leamingは、ITを活用した主体的な学習のことであり、教育コンテ
ンツのデジタル化（教材の電子化）と、講師・受講者間のインタラクティ
ブ性（双方向性）がシステム構築のポイントである。e－Leamingシステム
の実現形態には、たとえば次のようなものがある。
（1）WBT（WebBasedTraining）：教材の配信がインターネットのWeb
ぺ一ジを介してオンラインで行われるもの。好きな時間に受講でき
るので、非同期型あるいはオンデマンド型とも呼ばれる。
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（2）同期型遠隔授業：衛星通信やテレビ会議システムを使って、実際の
授業を遠隔地にリアルタイムで配信するもの。同期型あるいはリア
ルタイム型とも呼ばれる。
（3）ジョブエイド型：業務に必要な情報を必要な時に電子的に取り出
せるようにしたシステムをEPSS（業務支援システム：Electronic
PerformanceSupportSystem）という。e－Leamingシステムにこの
Epss機能を組み込み、ジョブエイド（JobAid）、すなわち簡易マ
ニュアルやチェックリストのような感覚で使えるようにしたもの。
（4）ブレンディッド型：集合研修のような従来型の授業とe－Leamingと
を組み合わせ、新たな効果を引き出そうとするもの。
（5）その他：CDやDVDを使ったパソコン独習、電子メールによる教材
の配信と質疑応答、携帯端末によるモバイル・ラーニング、グルー
プウェアの利用、ビデオオンデマンド（広義のe－Leaming）等々が
ある。
そもそもe－Leamingには、実体験を必要とする学習には向かないとい
う欠点がある。しかし、たとえば次のような場面では、ITの特徴を十分
に活かすことで、より高い効果が期待できる。
・海外支援：1つに、途上国へ良質な教育コンテンツを多数配信するこ
と（国際協力）。2つに、日本人学校等への教材配信（海外教育支援）。
・生涯教育：障害者や高齢者を含むあらゆる人々に対する、知的満足を
享受できる機会の提供。
・企業内教育：1っに、研修時間の短縮や受講率・修了率向上への寄
与。2つに、在外の邦人技術者への技術支援や研修の実施。
・高等教育：個人が自ら計画して実践するのがe－Leaming本来の姿で
ある。学生時代にこのような学習様態に触れることができれば、その
経験はいずれ企業内教育や生涯教育で活かされるものと考えられる。
一方、大学の知的資源をe－Leaming教材として外部発信することは、
社会との連携を深める絶好のチャンスとなる。
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このようなe－Leamingの状況を理解した上で、e－Leamingシステムの
サブシステムとしてのWeb教材の開発という題材を考えることができ
る。つまり、Webサイト制作実習におけるコンテンツの共通テーマとし
て、Web教材の開発を位置づけることで、たとえば教育学部における専
門情報処理教育への道筋がつくということである。
一方、我が国では、インストラクショナル・デザインを担う人材の育成
が遅れていると言われている。それは、多くのことが教員自らの手に委ね
られ多忙を極めるという状況との悪循環を生んでいる。
このような現状から、インストラクショナル・デザイナーの養成確保に
っながる可能性も少なからずあるという意味で、Webサイト制作を専門
情報処理教育の実習教材として位置付けることは意味があると考える。
e－LeamingシステムやWeb教材の開発は、情報システム学やWeb技術
と、教育方法学や教育工学との交差点に位置する学際的テーマであり、そ
れら既存科目との連携をとるなどの配慮も必要である。
1．3．2Webユーザビリティ
ユーザビリティとは、主に工業製品を対象として、特定のユーザが、あ
る目的のためにそれを利用する際の有効性や効率性などの度合いを示す言
葉である。現在、Webサイトも一つのソフトウェア製品と捉えられ、そ
れを利用して有効かつ効率的な情報の伝達が行われているかを示す言葉と
してWebユーザビリティが使われている。
さて、Webユーザビリティを実習テーマとして扱うには、次の4っの
視点が重要である。
（1）Webユーザビリティとその評価
Webユーザビリティの改善には、まず、定期的な視認テストや問い
合わせ窓口の活用など、日頃からの取り組みが不可欠である。その際の
チェック項目として、たとえば次のようなものがある。
・操作性：どのぺ一ジを最初に開いても、位置の確認がすぐでき、テー
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マの理解が容易で、見やすいナビゲーションが設置されていること。
・機能性：サイトの目的が明確で、情報を効率良く探し出すための仕組
みが設置されていること。
・快適性：オブジェクトの色や形、コンテンツの量や配置の仕方などが
工夫され、一・連の操作がユーザーの感覚に合っていること。
・安全性：問い合わせの処理に、フェイルセーフの機構が組み込まれて
いること。
一方、サイトリニューアルの際などに必要に応じて実施するWebユー
ザビリティの調査手法として、たとえば次のようなものがある。
・テスティング法：被験者に課題を与え、処理の様子を観察し、主に機
能性を評価する。
・ガイドラインレビュー法：チェックリストに基づいて、主に設計上の
問題点を抽出する。
・ヒューリスティック法：複数のWeb構築経験者が評価し、仕様上の
問題点を抽出する。
・シナリオ法：ユーザの利用状況を分析し、サイトの目的を明確化し阻
害要因を抽出する。
（2）Webアクセシビリティと調達基準
Webユーザビリティとペアで取り扱われることが多いのが、Webアク
セシビリティである。こちらは、主に情報への到達可能性を評価するの
に使われ、高齢者や障害者への支援システムを研究する福祉工学の主要
テーマにもなっている。行政や企業でバリアフリーなWebサイトを作る
際の指針として、1995年のW3C勧告「ウェブコンテンツ・アクセシビリ
ティ・ガイドライン1．0」、1998年米国のリハビリテーション法改正508条、
2004年JISで策定された通称「ウェブコンテンツJISX8341－3」などが有
名であり、その一部は行政の調達基準として既に採用されている。
（3）サイト制作とWeb標準
標準規格に準拠したWebぺ一ジの制作を心がければ、Webユーザビリ
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ティやWebアクセシビリティヘの対応は容易である。次はその際の注意
点である。
・目的と対象ユーザ：訪問者全員が満足するサイトを作るのは不可能で
ある。サイトの目的と対象ユーザを明確化し、その上でWebユーザ
ビリティの最適化を図るのも一つの方法である。
・インタラクション・デザイン：ユーザ・インタフェースは、ユーザの
満足度に直結する部分である。業務の特性に合わせたオブジェクト配
置とぺ一ジ遷移を選ぶことが肝要である。
・ビジュアル・デザイン：サイトの見やすさや読みやすさは、技術的に
はXHTMLとCSSの組み合わせで対処可能で、ほとんどのコンテン
ツがカバーできると考えられている。
（4）サービス工学とサービス科学
サービスの問題を工学的・科学的に分析し、その質と量を向上させよう
という取り組みが広がっている。官民を問わずWebの役割は今後さらに
増すものと考えられ、WebユーザビリティとWebアクセシビリティの新
たな展開が期待される。
ところで、Webユーザビリティについて、専門情報処理教育での取り
扱いを想定すると、たとえば経営学部では、顧客満足度を上げるための
Web．ぺ一ジデザインに重きを置いた授業展開などが考えられる。
一方、教育学部を例にとれば、教育情報処理や教育方法論の学習と関連
付けて、Web教材の使いやすさの測定や授業評価の方法として捉えるこ
ともできる。
1、3．3情報倫理
情報倫理は、情報化社会における基本的なルールおよびマナーと解釈さ
れている。このような情報倫理については、複数の場所で、繰り返し取り
扱われるようにするのが効果的である。そこで、このテーマについては、
教養共通科目による情報教育、情報リテラシー教育および専門情報処理教
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育の各場面での取り扱いの違いについて整理しておくことにする。
［教養共通科目での取り組みの方向性］
ここでは、人と情報との関係に重きを置いた取り扱いがなされるのが通
例である。伝統的な倫理学に対して、応用倫理学やコンピュータ倫理学と
いった新分野が形成されている。そこでは、デジタル情報の不正コピーや
個人情報の流出などのように、これまでの社会常識を超えたところで起っ
ている問題が対象となり、人問と情報が関わる部分に新たな規範を作って
いこうとする試みが議論の対象となる。
［情報リテラシー教育での取り組みの方向性］
この複雑な情報化社会では、知らないことが逆に大きなリスクとなって
返ってくることがあり、一般社会人にとっては自己防衛の一環として情報
関連知識を必要最低限身につけておくことが推奨される。そこでは、コン
ピュータやネットワークの基礎知識から、職業倫理や情報関連法規にいた
るまで、幅広い分野が対象となる。
インターネットが整備され、またパソコンや携帯電話が普及するのに伴
い、情報の受発信が誰でも容易にできるようになった。しかしその反面、
コンピュータウィルスの蔓延、迷惑メールの氾濫、コンピュータヘの不正
侵入や情報漏洩、ネット上での誹諺・中傷など、実にさまざまな問題が生
じている。このような背景から、我々は加害者とならず、また被害者とな
らないために、情報化社会の一員であることを自覚し、その規範に則って
行動することが求められているということである。
情報リテラシー教育では、このような問題の全体像を知るとともに、パ
ソコンやインターネット活用の実習を通して、各学部学科の専門性や特殊
性に照らしながら、対処法や心構えを考えることを目指す必要がある。
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〔専門情報処理教育での取り組みの方向性］
職業倫理では、行為の影響を予測し、評価し、結果に対する責任を引き
受けようとする態度が重要である（責任倫理）。したがって、コンピュー
タの専門家集団やネットワークを運営している組織体では、コンピュータ
およびインターネット利用上の倫理綱領を作成し、関係者への周知徹底を
図る努力が進められている。そこでは、全員がポリシーを堅持し安全管理
に当たることを目的として、ネチケット（ネットワーク利用上のエチケッ
ト）、プライバシーや個人情報の保護、知的所有権に配慮することなどを
謳っている。倫理綱領の例としては、古くはOECDガイドライン（1980
年）やIFIPのEthicsofComputing（1996年：所属団体の状況をまとめた
もの）、国内では情報処理学会の倫理綱領（1996年）およびプライバシー
ポリシー（2001年）などが有名である。
なお、Webサイト制作の実習を通しては、上記のような知識の獲得に
加え、Web上で展開される情報の公正な取り扱いという点において、た
とえば、プライバシーや個人情報、あるいは著作権への配慮などが実地の
場で試されることになる。
もちろん、学部学科の特殊性に応じ、教材としての取り扱い方に違いが
生じるのは当然である。たとえば、知的財産権というテーマ1つをとって
みても、経営学部では、電子商取引における偽ブランドの問題、教育学部
では、教材の独自性と共有化の問題、法学部では、コンテンツの不正使用
とその処罰の問題、といったように主題とする部分にも違いが出てくるの
ではないだろうか。
第2章Webサイト制作関連教材の例
これまでに筆者が開発してきたWeb技術関連の教材パッケージの中か
ら2つを紹介し、その利用上の留意点等について整理する。
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2．1整形式XML文書処理とその応用
ここで示すのは、Webサービスで応用されるXML技術の基本を学習す
るための教材の例である。XMLインスタンスがXMLの規則にしたがっ
てマーク付けられ、要素や属性の整合性が保証されている場合、そのよう
なXMLインスタンスからなるXML文書を整形式XML文書という。
以下では、整形式XML文書の入力と表示、データモデルの設計手法、
およびそこで実施する練習問題の計3つを紹介する。
いずれも、データ工学分野のXMLに関する教材パッケージの例であ
る。なお、本教材パッケージのポイントは、XMLを使ったテキストデー
タベースの構築である。以下の例は、経営学部での利用を想定している
が、他学部で利用する場合には、データベースのデータ部分を分野固有の
ものに変更すれば、同様に活用可能である。
2．1．1整形式XML文書の入力と表示
XML文書をブラウザで読み取ると、ブラウザヘ組み込みのXMLパー
サによって整形式XML文書であるかどうかのチェックが行われる。エ
ラーがなければXMLインスタンスの部分はアウトライン表示される。
例題（文献の書誌情報）
ソースリスト1は整形式XML文書の例である。book要素を3回繰り
返して、3件の文献情報が登録されている。また、次ぺ一ジに、整形式
XML文書の入力からアウトライン表示までの手順を示す。
ソースリスト1：sample1．xmI
＜Pxmlversionニ”LO”encoding＝”Shift＿JIS”standalone＝”yesl？＞
＜bibliography＞
〈booknumberニ”001”＞
＜title＞アルゴリズムとデータ構造＜／title＞
＜author＞石畑清く／author＞
＜publisher＞岩波書店＜／publisher＞
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＜／book＞
＜booknumber＝11002”＞
〈title＞データ構造とアルゴリズム＜／title＞
くauthor＞杉原厚吉く／author＞
＜publisher＞共立出版＜／publisher＞
＜／book＞
＜booknumberニ110031『＞
＜title＞C言語による最新アルゴリズム事典＜／title＞
〈author＞奥村晴彦＜／author＞
くpublisher＞技術評論社く／publisher＞
〈／book＞
＜／bibliography＞
（手順1）XML文書の入力と保存：拡張子を．xmlとして、ファイルを保
存する。ファイルの種類は、すべてのファイルを指定し、文字コードは、
AN’SIを指定する。
（手順2）XML文書の表示：ブラウザでXML文書を表示すると、構造
上の不整合がなければ、図1のような表示が得られる。
ファイル（ε｝編集（藍）義示勉）お気に入り（ム｝ツールq）ヘルフ但）
麟臨一
籍ぐ？xmlv臼ご510n篇”1．0“encod歪n9濫陶5hifトユIS1酢st昌nd着10ne理‘lye…虚’マ〉
一くb｝b喬ロgrるghy〉
．、くbooknuruber嵩”001”〉
〈酬e）アルゴリズムとデータ樵遁く／t損藻
くauth口r〉石燭濱く！author）
くpubh5h已r＞考溢書霜…iくノPL」b1｛5harン
くんロ醜＞
一くbooknum廿er＝”002“）
くti聴＞データ稽遣とアルゴリズム好tl艶〉
くauthor＞杉原厚吉く／aし慮h｛コr〉
（Pu緬忘heゆ共立出藪く／卿踊5h釧〉
＜／book〉
一くめooknunlber報”003－1〉
くヒltle〉C雲籍による最新アルゴリズム事典く加晦〉
くauthor〉臭村晴彦く！aut価Ol一〉
くpubl繍解〉技術評論社く舶ubli路研〉
くノboob
（／blblIog働phy〉
図1：XML文書のブラウザによる表示例
一94一
Webサイト制作の教材化にっいて
（手順3）XMLインスタンスのアウトライン操作：要素が入れ子になっ
ている箇所では、要素の行頭に「一」マークあるいは「＋」マークが付く
（図2）。「一」マークの付いた行をマウスでクリックすると、その要素に
属する下位要素は折り畳まれ、行頭マークは「＋」記号に変る。「一」マー
クは子要素がすべて表示されている状態を表し、「＋」マークは下位要素
がすべて折り畳まれている状態を表している。
1－1臨1『ファイルくε〉編集（鐙籔示煙｝お蜘こ入り（凸） 畢塵華5’醜ツールΦヘルブ⑱灘
く？翼酬VB酌on♂LO軒B怜cod噸♂Shift一〕1S匹F3tand勘n鮮“y薦り〉
一くbibi心grヨphソ＞
＋くbookr靴Imb∈…r＝”001闘〉
＋くb〔沿knumb臼r瓢鵜002闘〉
藝くbo・knumb蟹to窃3t「〉
く／bib獅ographソ〉
磁 鰻マイコンビュータ
図～：XML文書のアウトライン表示
（手順4）XML文書のエラー表示：XML文書にエラーがあると、ブラウ
ザはXML文書ファイルの何行目の何文字目にエラーがあるかの表示を返
す。メモ帳に戻ってエラーを取り除き、ブラウザで再度表示する。これを
エラーがなくなるまで繰り返す。
2．1．2データモデルの設計
データモデルの設計手法を述べる。ここでは、現行の帳票システムなど
から木構造表現を作り上げていくボトムアップアプローチを用いている。
一方、大きな項目から順に下位の項目へと細分化していく設計手法をトッ
プダウンアプローチという。
例題（受注伝票）
実際の受注伝票を分析して要素を洗い出し、木構造表現を得るまでの手
順を示す。
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（手順1）基本データの抽出：伝票内の全項目に通し番号（アラビァ数
字）を振り（図3）、項目をグループ化する。名前の付いていないグルー
プや繰返しのあるグループには項目を新たに付加するなどして階層化し、
全グループに通し番号（アルファベット）を振る。
受注番号 （2）
顧客名 （4）
顧客コード （5）
顧客住所 （6）
《受注伝票》（1）（a）
（b）（c）日付｝顧客情報（d）
（3）
担当者名 （7）
担当者コード （8）
明細（9）（f）
商品コード 商品名 単価 数量 金額
（10） （11） （12） （13） （14）
個別明細（9）
（h） 合計金額 （15）
図3：受注伝票
（手順2）要素の洗い出し：項目を縦に並べた一覧表（データ項目調査
票）を作成し（表1）、階層化を進めながら、要素名と属性名を決定する。
表1データ項目調査票
No． 項目名称 繰返し グループ番号 新要素 要素名
（1） 受注伝票 a 一 受注
（2） 受注番号 b a 受注番号
（3） 日付 C a 日付
（顧客情報） d a 顧客情報
（4） 顧客名 d 顧客名
（5） 顧客コード d 顧客コード
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（6） 顧客住所 d 顧客住所
（担当者情報） e a 担当者情報
（7） 担当者名 e 担当者名
（8） 担当者コード e 担当者コード
（9） 明細 f a 明細
（個別明細） ◎ 9 f 個別明細
（10） 商品コード ○ 9 商品コード
（11） 商品名 ○ 9 商品名
（12） 単価 ○ 9 単価
（13） 数量 ○ 9 数量
（14） 金額 ○ 9 金額
（15） 合計金額 h a 合計金額
（手順3）文書構造の記述：マーク付けを行い、XML文書ファイルを完
成する（ソースリスト2）。また、このデータモデルを木構造で表現する
（図4）。
ソースリスト2：sample2．xmI
＜Pxmlversion＝”1．0”encodingニ”Shift＿JIS”standalone＝”yes”P＞
く受注＞
＜受注番号＞123く／受注番号＞
＜日付＞2004／10／12〈／日付＞
く顧客情報＞
＜顧客名＞佐藤真一＜／顧客名＞
＜顧客コード＞0000012＜／顧客コード＞
〈顧客住所＞東京都青梅市南北6－2－11く／顧客住所＞
＜／顧客情報＞
＜担当者情報＞
＜担当者名＞山田伝一く／担当者名＞
＜担当者コード＞0025＜／担当者コード＞
＜／担当者情報＞
＜明細〉
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くイ固別明糸田＞
＜商品コード＞0301＜／商品コード＞
＜商品名＞テレビ＜／商品名〉
＜単価＞70000＜／単価＞
＜数量＞3＜／数量＞
＜金額＞210000＜／金額＞
ξ／イ固別明糸田＞
＜個別明細＞
く商品コード＞0305＜／商品コード＞
＜商品名＞アンプ＜／商品名＞
〈単価＞120000〈／単価＞
＜数量＞5＜／数量＞
〈金額＞600000＜／金額＞
＜／イ固別明糸田＞
＜／明細＞
＜合計金額＞810000〈／合計金額＞
〈／受注＞
受注
受注番号 日付 顧客情報 担当者情報 明細 合計金額
顧客名 顧客 顧客住所担当者名 担当者 個別明細
コード コード
商品コード 商品名 単価数量 金額
図4＝受注伝票の木構造表現
21．3練習問題の例
以上の実習に付随して実施するとよいと思われる練習問題の例を以下に
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示しておく。いずれも、XML文書の作成に際して必要となるタグ付けの
規則に関する練習問題である。
（1）BtoBやBtoCなどの電子商取引におけるデータ交換での利用を想
定した上で、CSV、HTML、XMLの特徴を比較せよ。
（2）次の各記述についてXMLとしての間違いを指摘せよ。
（ア）＜a＞〈b＞123＜c＞256＜／b＞＜／c＞〈／a＞
（イ）くa＞book1＜／a＞＜b＞book2〈／b＞
（ウ）＜Pxmlencoding＝”Shift＿JIS’？＞
（エ）＜abニ123＞book＜／a＞
（オ）＜10gatu＞book＜／10gatu＞
（カ）＜月二ワ”＞長月＜／月＞
（キ）＜prob＞123＋222＜234＜／問＞
（ク）＜tel＞く外＞03＜／tel＞＜／外＞
（ケ）＜exp＞2＊＊3＝8く／Exp＞
（コ）＜a＞＜一b一＞＜c／＞＜／一b一＞＜／a＞
（サ）＜／number＞
（シ）＜charef＞＆＃3cく／charef＞
（3）次のXMLインスタンスを木構造表現に直せ。
＜mrOW＞
くmrOW＞
＜msup＞
＜mi＞X＜／mi＞
くmn＞2＜／mn＞
＜／msup＞
くmo＞＋＜／mo＞
＜mrOW＞
＜mn＞4＜／mn＞
＜mi＞X＜／mi＞
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＜／mrOW＞
〈mo＞＋＜／mo＞
＜mn＞4＜／mn＞
＜／mrOW＞
＜n｝O＞ニ＜／mo＞
＜mn＞0〈／mn＞
＜／mrOW＞
（4）日常使っている教科書あるいは参考書の中から1冊を選び、目次を
木構造で表してみよ。また、XML文書化しブラウザで表示してみ
よ。
（5）ある日の新聞から主な記事を複数選び、分類整理せよ。さらにその
見出しをワープロに入力し、XML形式で「私家版新聞記事見出し
データファイル」を作成せよ。
（6）図5に示す社内宛てビジネス文書を分析して、整形式XML文書を
作成せよ。
第004109号平成2 年10月22日支店長各位本社営業統括本部本部長白鴎太郎第24期営業会議開催にっいて（通知）
第24期営業会議を下記により開催いたしますのでご出席下さい。
1．日時平成20年11月12日自9：30至14：30
2．場所本社12階第1会議室
3．提出資料提出期限、様式等（別紙参照）
4．報告事項出席者名、宿泊予定等（別紙参照）
追ってお問い合わせは、本社総務部長までお願いしま真
図5ビジネス文書
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2．2DOMとSVGの応用
次は、JavaScriptとDOMを利用した検索処理と」SVGによる図形描画
処理を理解するための教材の例である。サンプルを用いた概要説明と、そ
れをアレンジしたシステムの作成を実習課題にすることで、約2時間分の
実習時間を想定している。ただし、その前にJavaScriptの学習が2～3時
間必要となる。
2．2、1支店の住所・略地図検索システム
例題（支店の住所・略地図検索システム）
具体例として取り上げるのは）Webぺ一ジから支店名を選択し、その
住所と略地図を表示するシステムである（図6）。支店の住所情報をデー
タベース化するのにXMLを使い、略地図を画像データ化するのにSVG
を使っている。また、検索処理には、スクリプト言語で記述した簡易プロ
グラムを使用する。まずは、システムの利用手順を示す。
鍵支店の住所・略地図検索
支店名：隔鐘墾支触
〒
住所：
TEL：
FA×：
仙台支店
棄京本店
大畷支籍
福岡支濤
地図：
灘響糎藩灘騨琿欝灘琿薄羅灘華薄琿蒋琿苺睡騨騨鞭灘蘇灘灘灘蕩
図6＝支店名の選択
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（操作）システムの利用手順
・この後で紹介される7種のファイルを、すべて1つのフォルダに保存す
る。どのファイルも実体はテキストファイルである。
・Windowsエクスプローラから上記フォルダを開き、メインページであ
るindex．htmlをダブルクリックする。
・図6に示すメインページが開くので、入力フォームから、目的の支店を
1っ選び、［表示］ボタンをクリックする。
・検索が実行され、指定した支店の住所情報が画面左下に、略地図が画面
右下にそれぞれ表示される（図7）。
縫熱難噛墜剃勲索i繍1調騨掃蘇難轟墜聾麟
ヲァ梅レ⑧編集⑮表派込豊お鼠に入りく抄ツ塙タ盤頓想鯵⑱ 獲1
難翻懇
支店の住所・略地図検索
支店名：購ヨ國
〒060一創23
北海道札幌布東区1－
2－3
Tl三L：011－123－2212
FA×：011一葦23－8989
i懸講櫛さ繊
く
圃‘r、一すナヨi懸葺l！繊鷺耗税支鷹擁羅
β地下鉄大遜蝋
［FF㎜騨ンピュータ
??
図7：検索結果の表示
2．2．2システムの動作原理
本システ，ムにおいて、住所情報を検索し表示する仕組みは、おおよそ次
のようになっている（図8）。
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スクリプト
branch．js ②検索
??? 抽出③
支店情報
入力
住所情報④
seIect．htmI
メインページ
index．html
XML文書
branch．xmI
SVG文書のURl
表示
branch．htmI
⑤描画
mapdrw．htmI
略地図
略地図ファイル
SVG文自
図8＝住所情報の検索・表示の仕組み
①メインページ上部のフレームはselect．htm1が担当しており、その入カ
フォームから支店名を選択し、［表示］ボタンをクリックする。
②すると、スクリプトbranchjsが起動する。branchjsはselect．htm1から渡
された支店名を検索キーとして、branch．xm1から同じテキスト情報を
もっ要素を抽出する。
③同じ支店名の要素が見つかると、子要素を辿って、住所1青報（郵便番
号、住所、電話番号等）と、略地図のSVGファイルのURIを抽出する。
④branchjsは、抽出した住所情報をbranch．htmlへ返し、略地図のURI
をmapdrwhtmlに返す。
⑤メインページの左下フレームには住所情報が表示され、右下フレームに
は略地図が表示される。
2．2．3準備するファイル
本システムを構成している各ファイルについて、概要を以下に示す。
（1）支店の略地図ファイル：支店の略地図を「花子」で作成し、SVG
形式で保存する。ここでは、5支店の略地図をSVG化し、それぞれ次の
ファイル名で保存しておく（括弧内は支店名）。sapporo．svg（札幌支店）、
sendai．svg（仙台支店）、tokyo．svg（東京本店）、ohsaka．svg（大阪支店）、
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fukuoka．svg（福岡支店）。
（2）支店の住所情報データファイル：branch．xml
各支店の、支店名、郵便番号、住所、電話番号、ファックス番号、およ
び略地図ファイルのURIを、それぞれマーク付けしてXML文書ファイ
ル化する。これが、今回の検索対象となるデータファイルである（ソース
リスト3）。
ソースリスト3：branch．xmI
＜7xmlversion＝”1．0”encoding＝”Shift＿JIS1？＞
＜branchestitleニ”支店一覧”＞
＜branch＞
くbname＞札幌＜／bname＞
＜zip＞060－0123＜／zip＞
〈address＞北海道札幌市東区1－2－3＜／address＞
くtel＞011－123－2212＜／tel＞
＜fax＞011－123－8989＜／fax＞
くmap＞sapPoro．svg＜／map＞
＜／branch＞
＜branch＞
〈bname＞仙台＜／bname＞
＜zip＞982－0111＜／zip＞
＜address＞宮城県仙台市太白町6－4－7＜／address＞
＜tel＞022－308－1122＜／tel＞
＜fax〉022－308－1111〈／fax＞
＜map＞sendai．svg＜／map＞
＜／branch＞
＜branch＞
＜bname＞東京（本店）＜／bname＞
＜zip＞100－1001＜／zip＞
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＜address＞東京都千代田区大手町1－2－3＜／address＞
〈tel＞03－3123－5432〈／tel＞
＜fax＞03－3112－1234＜／fax＞
＜map＞tokyo．svg＜／map＞
〈／branch＞
＜branch＞
くbname＞大阪＜／bname＞
〈zip＞5304111＜／zip＞
くaddress＞大阪府大阪市南区芝刈7－6－5〈／address＞
〈tel＞06－6633－5412く／tel＞
くfax＞03－6633－2345＜／fax＞
＜map＞osaka．svg〈／map＞
〈／branch＞
＜branch＞
＜bname＞福岡＜／bname＞
〈zip＞812－0012〈／zip＞
くaddress＞福岡県福岡市博多区中央245〈／address＞
＜te1＞092－343－1200く／te1＞
＜fax＞092－343－1234＜／fax＞
くmap＞fukuoka．svg〈／map＞
＜／branch＞
＜／branches＞
（3）メインページ：index．htm1
本システムのいわゆるトップページとなるHTML文書である。な
お、ぺ一ジは3つのフレームに分割され、HTML文書select．html，branch．
html，mapdrwhtmlがそれぞれの表示を担当している。
ソースリスト4：index．htmI
＜！DOCTYPEHTMLPUBLIC㌧／／W3C／／DTDHTML4．01Frameset／／EN”
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”http：／／wwww3．org／TR／REC－html4／frameset．dtd”＞
＜htmllangニ’ja”＞
＜head＞
＜metahttp－equivニ”Content－Type”contentニ”text／htmrcharset＝Shift＿JIS”＞
くtitle＞支店の住所と略地図＜／title＞
＜／head＞
＜framesetrows＝”30％，70％11＞
＜framesrcニ”select．htmrscrollingニ”no”noresizeニ”noresize”
id＝”upPer”nameニ”upPer”／＞
＜framesetcols＝”30％，70％”＞
＜framesrc＝”branch．htmrscrollingニ”autollidニ”ll”nameニ”ll”／＞
＜framesrcニ”mapdrwhtm1”scrollingニ”auto”id＝”lr”nameニ”lr”／〉
＜／frameset＞
＜／frameset＞
＜／html＞
（4）入力フォーム用HTMLファイル：select．htmI
支店名を選択するためのフォームを表示するHTML文書ファイルであ
る（ソースリスト5）。スクリプトヘのリンクが関数呼び出しの形で記さ
れている（23行目）。
ソースリスト5：select．htmI
＜html＞
＜head〉
＜title＞検索条件入力＜／title＞
＜scriptlanguageニ”JavaScript”srcニ1ヒbranchjs”＞＜／script＞
＜／head＞
＜body＞
＜h1〉支店の住所・略地図検索＜／h1＞
＜formid＝”slctfrm”＞
一106一
Webサイト制作の教材化にっいて
＜table＞
＜tr＞
＜thalign＝”right■＞支店名：＜／th＞
＜td〉
＜5electname＝”branchlt＞
＜optionvalueニ””selectedニ”selected”＞支社＜／option＞
＜optionvalueニ”札幌”＞札幌支店＜／option＞
くoptionvalue＝”仙台”＞仙台支店＜／option＞
＜optionvalue＝”東京（本店）”＞東京本店く／option＞
＜optionvalueニ”大阪”＞大阪支店＜／option＞
くoptionvalueニ”福岡”＞福岡支店＜／option＞
く／select＞
＜／td＞
＜tdcolspan＝”2”align＝”right”＞
＜inputtypeニ”button”name＝”disp”valueニ”表示”onclickニ”bmchdspO7＞
〈／td＞
く／tr＞
＜／table＞
く／form＞
＜／body＞
＜／html＞
（5）支店の住所表示用ぺ一ジ：branch．html
画面左下のフレームを担当するHTML文書ファイルである（ソースリ
スト6）。住所情報（住所、郵便番号、電話番号、ファックス番号）がこ
こに表示される。
ソースリスト6：branch．htmI
＜html＞
くhead＞＜／head＞
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＜body＞
＜pidニ”zip”＞〒＜／P＞
＜pid＝Iladd”＞住所：＜／p〉
くpidニ”tel”＞TEL：＜／p＞
＜pid＝”fax”＞FAX：＜／p＞
＜／body＞
＜／html＞
（6）支店の略地図表示用ぺ一ジ：mapdrwhtml
画面右下のフレームを担当するHTML文書ファイルである（ソースリ
スト7）。支店の略地図が表示される。
ソースリスト7：mapdrw．htmI
＜html＞
＜head＞＜／head＞
＜body＞
＜pid＝”map”＞地図：＜／p〉
＜／body＞
＜／html＞
（7）支店情報検索用スクリプト：branchjs
入カフォーム用HTMLファイル（select．html）の23行目から呼び出さ
れる簡易プログラムである（ソースリスト8）。ここではJavaScriptで記
述している。入力フォームから支店名を受け取り（8行目）、XML文書の
branch．xm1上のデータをたどり、該当する支店の住所情報と略地図ファ
イルのURIを取り出し、banch．htmlおよびmapdrwhtmlに返している。
ここでも、XMLのDOMを利用している。
ソースリスト8：branch、js
functionbrnchdsp（）
｛
varvarzip，varadd，vartel，varfax，varmap；
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varstrBranch＝parent．upper．slctfrm．branch．value；
varxmlDocニnewActiveXObject（”Microsoft．XMLDOM”）；
xmlDoc．async＝false；
xm1Doc．10ad（”branch．xmr）；
varbnmlist＝xm1Doc．getElementsByTagName（11bname”）；
varziplist＝xmlDoc．getElementsByTagName（Ilzip”）；
varaddlistニxmlDo6．getElementsByTagName（”address”）；
vartellist＝xm1Doc。getElementsByTagName（”tel”）；
varfaxlistニxmlDoc．getElementsByTagName（1Tax”）；
varmaplist＝xm1Doc．getElementsByTagName（”map”）；
for（iニ0；iくbnmlist．length；i＋＋）｛
if（bnmlist．item（i）．textニ＝strBranch）｛
varzip＝ziplist．item（i）．text；
varaddニaddlist．item（i）．text；
vartel＝tellist．item（i）．text；
VarfaX＝faXliSt．item（i）．teXt；
varmap＝mαplist．item（i）．text；
｝
｝
parent、ILzip．innerText＝”〒”＋varzip；
parent．11．add．innerTextニvaradd；
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【注意】本システムで利用している検索手法は、SVGファイルに限らず、
他のマルチメディアデータに対しても有効であり、汎用的な簡易データ検
索システムとして利用できる。ただし、JPEG、GIF、PNGなどの従来型
の画像を読み込むときは、embed要素ではなく、img要素を使う。また、
プラグインSVGビューアの指定も不要となる。
【注意】今回のシステムでは単に読み取って表示するだけであったが、
SVGファイルは画像ファイルとはいいながら、実体はテキストファイル
であるため、SVGファイルの中身を検索して動的に変化させて描画する
ことも可能である。
第3章総合的実習教材の展望
社会科学系各学部に「Webサイト制作」を教材として導入することの
意義は、教養共通科目と情報リテラシー教育科目の支援を前提とするとい
う条件付きながら、大きく次の3点に集約できる。
（1）情報を専門としない学部学科においても、情報の基幹分野に一通り
角虫れることができる。
（2）情報分野の複数の基礎的・応用的要素を活用し、システみ構築とい
う、一種のもの作りを体験することができる。
（3）Webコンテンツのテーマは、学部学科の専門性や学生の興味関心
に応じて自由に選ぶことができる。
以上を背景にして、総合的実習教材としてのWebサイト制作の展望を
述べる。
3．1システム化技法に重点を置く場合
Webを取り巻く環境は刻々変化している。特に、商業分野では、多様
な機能をもった、Webユーザビリティの高いWebサイトが次々に立ち上
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げられてきている。これらの仕組みの理解とともに、効果的なWebプレ
ゼンテーション技法の習得が必要である。
また、Webサービスでは、SOAPやWSDLなどの通信プロトコルを利
用して、1つのアプリケーションが、インターネットを介して他のサイト
上で展開されているサービスにメッセージを送信し、そこでの処理結果を
自分のサイト上で結果として表示するといったデータ交換が盛んに行われ
ており、今やWeb技術の中心をなしている。しかしこれらのWebサービ
スは、商用のみならず、行政サービスなどにおいても広く利用されるよう
になってきている。
以上のような観点から、経営学部などでは、Webサイト制作の発展教
材として、次のようなものも有効であると考えられる。
（1）リッチクライアント（たとえば、AjaxやFlashなど）。
（2）XMLとWeb通信
（3）SOARWSDL，UDDI
（4）ビジネスプロセス
これらのいくつかは、既に古典的技術となりつつあるが、学習上重要で
ある。
3．2Web教材の開発という視点で取り組む場合
Webサイト制作を、Web教材の開発という視点で捉え直せば、たとえ
ば
・授業設計とともに、具体的なシステム構築を体験できる
・担当教科内容をコンテンツとして自由に選ぶことができる
・教材研究の重要性を再認識させることができる
などといった効果が期待できる。さらに、インストラクショナル・デザイ
ナーの養成確保にも結び付けられるなどの可能性もあり、特に教育学部に
おける専門情報処理教育の機能を十分に果たすことができると考えられ
る。
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ただし、教育学部においては、実験科学的な要素を教材の中心に置く情
報系授業科目も必要であり、それらとの競合も考えられるので注意が必要
である。
3．3情報化時代と法の問題に重点を置く場合
Webサイト制作の中で、情報倫理や著作権、Webシステムにおけるセ
キュリティの問題等に重点を置く指導を行いたい場合、Webコンテンツ
自体に当該分野の話題を載せようという発想と、Webコンテンツは任意
のものであってよく、むしろWebコンテンツの制作プロセスで情報倫理
や法の順守を考えさせようという発想の2っが考えられる。しかし、いず
れにしろ、情報リテラシー教育でのプレゼンテーション教育の延長線上
に、Webサイト制作を据えられるという利点がある。
実習課題として、たとえば次のようなものが考えられる。
・セキュリティ技術の分類とそのWebコンテンツ化
・判例データベースの構築
・著作権の重要1生を広く訴えることを目的としたWebサイトの制作
おわりに
Webサイト制作を、情報システム分野の一分科と捉えた上で、社会科
学系学部における専門情報処理教育の教材として取り上げることの意義に
ついて述べた。
教材としてのWebサイト制作には、ネットワーク技術とその通史、文
書処理・画像処理・プログラミング・データエ学・システム化技法・情報
セキュリティなどの情報技術、さらにe－Leaming、Webユーザビリティ、
情報倫理といった学際的話題にいたるまで、情報処理分野を構成する基本
的要素が新旧取り混ぜて広範囲かっ豊富に含まれていることが明らかに
なった。
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このことを前提に、社会科学系各学部の現状に合わせた形での教材の導
入の仕方とその留意点にっいて私見を述べた。
いずれの学部にも共通して言えることは、まず第1に、教養共通科目と
の連携を図ること、第2に情報リテラシー教育科目の重要性を認識するこ
と。その上で、学部学科に適した実習教材の盛り込まれた専門情報処理教
育の検討に入ることである。
たとえば、経営学部においては、Webユーザビリティに主眼を置いた
Webサービス技術の教育、教育学部においては、e－Leamingやインスト
ラクショナル・デザインヘの発展性を意図したWeb教材の作成教育、法
学部においては、情報リテラシー教育科目の充実と、著作権や情報倫理お
よびセキュリティに関する学習を十分に積んだ上での、さらなる実体験の
場としての判例データベースの構築やWebサイトの制作といったことが
考えられる。
本研究における今後の課題は、単元ごとの学生の興味関心の度合や必要
時間数などのデータを収集し、年問を通して取り組める実習教材としての
構成を細部にわたって検討することである。
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